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書名
炭焼長者　黄金の謎［改訂版］

著者名
角田 彰男／著

出版社
原書房

ISBN
978-4-562-07295-8

本体価格
\1,600

発売
2023/6/2

内容 全国各地に伝わる「炭焼長者伝説」の謎を追い、山梨・奈良・山口そして大分へと推論を拡げ、やがてたどり着いた衝撃の真実とは！？

書名
アーティフィシャル＆ドライフラワーで作るハンドメイドの花飾り

著者名
古川 さやか／著

出版社
誠文堂新光社

ISBN
978-4-416-62321-3

本体価格
\1,800

発売
2023/6/5

内容 京都と奈良の境目にある花店「VERT DE GRIS（ヴェールデグリ）」が得意とするアーティフィシャルフラワー、プリザーブドフラワー、ドライフラワーを
使用した作品の作り方を解説。リースやブーケといったフラワーギフトから、イヤリングやコサージュなどのアクセサリー、ミニチュアスイーツやスタン
ドライトなどのインテリア雑貨まで幅広く掲載します。生花とは違う、アーティフィシャルフラワーやプリザーブドフラワーの特徴や本書で使用する道具
についても解説し、初心者でもわかりやすい内容になっています。

書名
新装版　平城京のごみ図鑑

著者名
監修：奈良文化財研究所

出版社
河出書房新社

ISBN
978-4-309-22889-1

本体価格
\1,650

発売
2023/6/13

内容 奈良の都・平城京の発掘調査に携わる、独立行政法人国立文化財機構の研究所。 展示施設「平城宮跡資料館」では、最新の研究成果も紹介。
「出土品から何 がわかるのか」という考古学の魅力を楽しむことができる。

書名
列車にのった阿修羅さん

著者名
いどき　えり／著

出版社
くもん出版

ISBN
978-4-7743-3426-4

本体価格
\1,400

発売
2023/6/14

内容 今から八十年ほど前の一九四五（昭和二十）年七月、奈良の興福寺にあった国宝の仏像が、列車にのせられました。吉野まで運ばれ、民家の土蔵
にあずけられたのです。その家に住む少年、総一郎は、仏像のなかでも阿修羅が好きになりました。「阿修羅さんは戦いの神様なんや。手が六本も
あるから、強いわけか。手を合わせているのは、日本が勝つように祈っているんやな」ところが……。戦争が終わり、苦しい気持ちを阿修羅さんに何
度もぶつけながら、総一郎は気づき、そして知るのです。阿修羅さんが合掌しているほんとうのわけを。

https://honto.jp/netstore/pd-book_32513965.html
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-416-62321-6&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-309-22889-5&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296
https://honto.jp/netstore/pd-book_32467671.html


2023/5/24 2023年6月発売一覧 啓林堂書店外商部　担当：森川、表野
TEL0743-51-1000／FAX0743-53-5151

書名
そうなんだ！日本の歴史のお話　古代～室町時代編

著者名
東城太郎／著

出版社
Ｇａｋｋｅｎ

ISBN
978-4-05-205688-8

本体価格
\1,000

発売
2023/6/15

内容 日本の歴史が好きになる２５の名場面を、読みやすい物語で楽しめます。上巻は、旧石器時代から室町時代までの名場面を収録。いつでも気軽に
読めて、朝の読書にも最適。「発見がいっぱい！」と好評の「よみとく１０分　そうなんだ！」シリーズです。

書名
図説　藤原氏

著者名
木本好信、樋口健太郎／著

出版社
戎光祥出版

ISBN
978-4-86403-476-0

本体価格
\2,000

発売
2023/6/26

内容 好評の図説シリーズに「藤原氏」が登場！大河ドラマ「光る君へ」で注目が集まる道長をはじめ、鎌足・不比等・良房・頼通・忠実ら、古代・中世に栄
華を極めた藤原一族のものがたり。南家・北家、近衛家・西園寺家・日野家といった家や、定子や彰子といった后妃、さらには長屋王や菅原道真と
いったライバルも多数の系図・図版とともにわかりやすく解説。氏寺・氏社や武士になった一族も取り上げた、かゆいところに手が届く決定版です。

書名
日本の子守唄　「ねんねんころり」のふるさとへ

著者名
西舘好子／著

出版社
ユニコ舎

ISBN
978-4-911042-03-8

本体価格
\1,800

発売
2023/6/27

内容 全国に何万とある子守唄。母親の数だけあるとすれば膨大な数にならざるをえません。赤ん坊を寝かしつける目的で歌われる唄ですから複雑で難
解というものはありません。しかし、歌う人は百人百様、歌詞は無限にあり、意味不明のものも散見しています。大家族の時代はすでに遠く、核家族
が当たり前になっていた中で行き詰まりを見せる親子関係。それは子ども受難の時代の始まりでした。西舘さんは世代をつないで編まれてきた「子
守唄」こそ、病める現代社会の処方箋になると信じています。

書名
古文書研究　第95号

著者名
編集：日本古文書学会

出版社
勉誠社

ISBN
978-4-585-32405-8

本体価格
\3,800

発売
2023/6/30

内容 歴史学をはじめ、諸分野における研究の基盤をなす古文書学。その最前線を伝える学術雑誌。

https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-05-205688-4&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296
https://honto.jp/netstore/pd-book_32487121.html
https://honto.jp/netstore/pd-book_32516448.html
https://honto.jp/netstore/pd-book_32513969.html

